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県教育委員会が進める少年非行防止対策については、前号の第 28 号でご紹介させていただきましたが、

平成 25 年 6 月 10 日に開催された「平成 25 年度第 1 回日本一の健康長寿県構想推進会議」において、

「高知家の子ども見守りプラン（少年非行の防止に向けた抜本強化策）」が取りまとめられ、知事部局、教

育委員会、警察本部が連携して少年非行の防止に向けた取組を進めていくこととなりました。 
 

 高知家の子ども見守りプランでは、①子どもたちの規範意識を育み、非行を未然に防ぐ「予防対策」、②

非行の入口にいる子どもたちを少年非行に向かわせない「入口対策」、③非行の拡大や連鎖を防ぎ、立ち直

りを支援する「立ち直り対策」の３つの対策を推進し、ＰＤＣＡサイクルをしっかりと回すことで、さら

なる効果的な防止対策につなげ課題解決を図っていきます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み中の子どもたちの生活習慣の乱れが、深夜徘徊などの生徒指導上の諸問題につながることもあり

ますので、各学校では次のような指導を行うことが重要です。 
 

■朝⾷を⽋⾷しない、夜更かしをしないなど、規則正しい⽣活習慣について指導を⾏う。 

■飲酒・喫煙・薬物乱用及び薬物や火気・火薬等の無分別な取扱い等、自己の生命や他者の生命・ 

財産に重⼤な脅威を与える⾏為を防⽌する指導を⾏う。 

■ケータイやインターネットに関わるトラブルに巻き込まれることがないよう、個人情報の取り扱い 

や使⽤⽅法について指導を⾏う。 
 

２学期のスタートに向けて、夏休み中に今後の取組の確認や見直しを進めるとともに、登校日等の際に

は、再度、子どもたちへの指導を行っていただきますようよろしくお願いします。 
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■目指すべき姿 
 

予防、⼊⼝、⽴ち直りの対策により、次の目標を目指して取り組みます。 

１ 不良⾏為による補導⼈数の前年⽐５％低減を目指します。 

２ ⼊⼝型非⾏⼈数を平成 24年の 90％以下に抑制し、その状態を継続します。 

３ 再犯者数の前年⽐５％低減を目指します。 

 

■主な取組  ※前号で紹介した人権教育課の取組は除いています。 
 

・小中学校、保護者向けに作成した万引き防止リーフレットを活用し、学校や家庭で啓発 

・携帯電話やスマートフォンの使い方における危険性を周知するためのリーフレットを活用し、

学校や家庭で啓発 

・市町村教育委員会が、教員ＯＢや警察ＯＢ等の広い⾒識と豊かな経験を持つ⼈材を学校に派遣

し、非⾏問題に対応するための体制整備に対して⽀援 

・学校・警察連絡制度の効果的な活⽤ 

・少年サポートセンターの体制強化と充実（派遣教員を４名増） 

 

人権教育課 生徒指導担当 088-821-4909 



高知県教育だより 第 2９号（平成 25 年７月発行） 

指導する学年 　３・４年 指導する時間 特別活動 指導する時数 １時間

本時のねらい

　１．津波の特徴について知る。 ○映像や写真を提示し、津波の速さや強さについて気付

　　いたことを話し合わせる。

　・津波のスピードは速い。

　・大人でも立っていられないくらい流す力が強い。

　・津波は足元に来たら逃げられない（動けなくなる）。

○長い揺れや大きな揺れの地震の後に、津波が起こ

　る可能性があることを指導する。

○DVDの映像を視聴させ、この場面が登下校する道

　だったらどう行動するか考えさせる。

　２．登下校中に、地震が発生した時にとるべき行動に ○大きな揺れの後に津波が来ると考えることを確認し、

　　ついて考える。 　揺れからの避難と津波からの避難に分けてまとめる。

　　・まず、地震の揺れから身を守る

　　　（揺れ） 　（揺れ）

　　　　・頭を守る。 　　・どこにいても「落ちてこない・倒れてこない・移動して

　　　　・しゃがんで頭をランドセルで守る。 　　　こない」場所に身を寄せ、頭を保護する。

　　　　・「落ちてこない・倒れてこない・移動してこない」 　　・周りには、倒壊する恐れのあるブロック塀や建物、落

　　　　　場所に逃げる。 　　　下する恐れのあるガラスや看板があるので、これら

　　　　・長い揺れや、大きな揺れの時は、津波の心配が 　　　の危険から離れたり、頭を保護することを確認する。

　　　　　あるところは急いで高台に避難する。 　（津波）

　　　（津波） 　　・津波の心配があるところは、揺れから動けるように

　　　　・走って逃げる。 　　　なったら一番近くて高い場所に安全を確認しながら

　　　　・高い所に逃げる。 　　　避難する。

　　　　・□□に逃げる。 　　・長く大きな揺れを感じたら、津波が来ると考えてすぐ

　　　に避難する。

　　・水は低い所へ流れる。海や川から遠い所ではなく、

　　　とにかく高い所へ避難する。

基本的指導事項

①地域に起こる災害を知る

②必ず助かるための知恵と備え

⑤津波からの迅速な避難

⑥いつ、どこにいても自分を守る

　　学習内容・活動　　　　 　　指導上の留意点　　　

　　８　小学校　　３・４年生　　　　

　　　　　　　津波が心配！揺れたら急いで高台へ

登下校中に一人でいても安全に避難する方法を考える

使用する資料

防災学習南海地震に備えちょき（津波編）③

【スライド３７・２３】

自分の命は自分で守る―津波災害への備え―
津波被害の状況【仙台市・名取市】約１分１５秒～

導導導導 入入入入

展展展展 開開開開

登下校中、地震が発生したらどう行動すればよいか考えよう。

【備えちょき③３７

仙台空港】

【備えちょき③２３

高さ５０ｃｍの津波】

【内閣府DVD

津波災害の状況】

高知県高知県高知県高知県安全教育プログラム（震災編）の基本的な内容

助かる人・助ける人になるために（指導１０項目）

備える事前 命を守る発生時 暮らしをとりもどす事後

１地域に起こる災害を知る

「想定を知る」
・自分が住む地域に発生する危険

（揺れの強さや⻑さ、30cmの津波到達の時間、最大津波浸
水深等の想定）

・過去の南海地震の規模と被害の状況
（自分の住む地域が過去に受けた被害等）

「助かるために知っておくこと」

・津波は膝下くらいの高さでも動けなくなる
・津波は繰り返し⻑い時間（６時間以上もある）押し寄せる
・津波は川をさかのぼる（数㎞も遡上した例もある）
・揺れが小さくても津波が来ることもある
「想定以上のことも起こりうること」
・想定や過去の経験にとらわれない

２ 必ず助かるための知恵と備え

「必ず助かるために」
・地域の津波避難場所を知っておく
・登下校中や家からの避難方法（避難場所と経路・危険箇所等）
・「それぞれが逃げる」家族との約束（集合場所も決めておく）

・人が集まる場所では非常口を必ず確認しておく
・海岸や河⼝付近に⾏くときは、まず⾼台への道を確認する
・緊急地震速報等、防災に関する情報について知る
「今すぐしておくこと」
・夜間の地震発生に備える

（枕元に靴や懐中電灯等の必要な物を置く、家具等が転倒・
落下しない場所で寝る）

・家具等の転倒・落下防⽌、ガラスの⾶散防⽌等を⾏う
・最小限の非常持ち出し品を準備する
・家族との連絡方法（災害用伝言ダイヤル等）を確認しておく

・⽔・⾷料等を備蓄しておく（最低３⽇分）

３ みんなで助かるための備え

「災害時に助ける人になるために知っておくこと】
・地域の防災訓練への参加
・防災倉庫の場所や中身の確認（バール等の資機材の使い方）
・心肺蘇生法（AEDを含む）等の応急手当の技能の習得
・ボランティア活動への参加
・学習したことの情報発信（地域や近隣校園へ）

５ 津波からの迅速な避難

「想定にとらわれず避難する」「最善を尽くして⾏動する」
「率先避難を⾏う」
「揺れたら、とにかく急いで高台へ」
・自分で判断して一番近くの高い場所へ避難する
・沿岸地域では動けるくらいの揺れになったらすぐ避難を始める
・強い揺れ、⻑く揺れたらすぐ避難する
・避難したら警報が解除されるまで戻らない

６ いつ、どこにいても自分を守る

「一人の時でも必ず助かるために」
・指⽰を待つことなく⾃分の判断で⾏動する（「落ちてこない・
倒れてこない・移動してこない」場所に身を寄せる）
・屋外では、ブロック塀や建物の倒壊や落下物等、周囲の状況に
特に注意する

９ みんなで生き延びるための

知恵と技

「今、自分にできることを」
・あらゆる手段を活用して情報収集・
伝達を⾏う
（災害用伝言ダイヤル等の活用）

・避難生活を支える（ボランティア）

物資の仕分けや整理、運搬
避難所の清掃
情報の収集・伝達に関する活動
高齢者や障害者などの手伝い
小さい子の遊び相手
炊きだしの手伝い

10 地域社会の一員としての

心構え

「命を守る地域の絆」

・集団生活のルールを身に付ける
・積極的に地域とのつながりを持つ
・⾃分にできる役割を考え実⾏する
・家屋の片付け等を手伝う

揺れの後は！

７ 二次災害への対応

「火災から逃げる」「動けるようになったら避難」
・大声で知らせる

・身を低くして煙に注意する
・延焼するもののない、十分な広さのある場所へ避難する
「土砂災害等への注意」
・崖の上や下から離れ危険箇所には近づかない
・前兆が⾒られたら避難する（避難勧告に注意）
・川の様⼦（⽔量が変わる、⽔が濁る等）や⼭の様⼦（⼭鳴りや
ひび割れ、⼩⽯の落下等）に注意する
・液状化、余震への注意

８ 助ける⼈になるための⾏動

「自分にできる『助ける』⾏動」

・ （津波、火災の危険がない場合）瓦礫の下にいる人を助ける
⼿伝い、⼤⼈を呼びに⾏く等の⾃分にできる⾏動をする
・可能な限り、初期消⽕、けが⼈の搬送、応急⼿当等を⾏う

４ 揺れから自分を守る

「ぐらっと揺れたら大事な頭をまず守る」
・揺れを感じたら（緊急地震速報を受信したら）頭を守る

・「落ちてこない・倒れてこない・移動してこない」場所に
身を寄せる

「ぐらっと」きた時！南海地震を正しく恐れ、ともに⽴ち向かう！ ともに生きぬく！

指導内容はあくまで基本的な内容です。学校種や地域

の特徴（地理的条件、ビル等の有無、⼈⼝規模等）に応

じてさらに加える内容を検討する必要があります。

 

 

１学期、県内全ての学校の教職員１人１人に「高知県安全教育プログラム」（薄いブルーのファイル）

をお配りしました。 

「高知県安全教育プログラム」は、南海トラフ地震をはじめとし

て、交通事故や犯罪被害、水害などの様々な危険から、子どもたち

自身が「自分の命を守りきる」ことができるよう、各学校における

安全教育の質的向上を図ることを目的として策定した、安全教育の

指針となる指導資料です。 

安全教育は、子どもたちが生涯にわたり自らの安全を確保するた

めの基礎的な素養や、社会の安全に貢献することができる資質や能

力を育てるものであり、子どもたちの命を守るうえで欠かすことの

できない最も重要な教育活動です。 

  今回お配りしているのは、安全教育の理論である「総論」と、南海トラフ地震に備えた防災教育を中

心とした「震災編」です。（「交通安全編」「生活安全編」等については、本年度中に策定し、配付します。）

加除式のファイルですので、各学校の「学校防災マニュアル」や学校安全に関する資料等を合わせて綴

じるなどしてご活用ください。 

  なお、プログラムは個人持ちとして、異動の際も次の学校へ持って行くようお願いします。 

 

 

   

 

■■■■身身身身にににに付付付付けさせたいけさせたいけさせたいけさせたい基本的基本的基本的基本的なななな内容内容内容内容のののの明確化明確化明確化明確化 

  【【【【助助助助かるかるかるかる人人人人・・・・助助助助けるけるけるける人人人人になるためにになるためにになるためにになるために（（（（指導指導指導指導１０１０１０１０項目項目項目項目）】）】）】）】    

  災害発生時のあらゆる場面を想定して指導内容を１０項目に整理し、

小学校（低学年・中学年・高学年）・中学校・高等学校の各段階に体

系化しました。 

指導１０項目は全ての子どもたちに指導する基本的な項目であり、 

学校で指導する際には、子どもたちの状況や地域の特性に応じて内容

を加えることが必要です。 

 

■■■■具体的実践例具体的実践例具体的実践例具体的実践例のののの活用活用活用活用    

 指導１０項目を身に付けさせるための防災学習の事例として、発達段

階ごとの展開例を掲載しました。（小学校 16 事例、中学校 13事例、高

等学校 8 事例、特別支援学校 1 事例） 

子どもたちが興味関心を持って積極的に学習に取り組めるように、ま

た事実に基づき切実感を持って思考し、自らの行動を考えることができ

るようにするために、様々な資料を活用し指導方法を工夫することが必

要です。その一例として、これまでに国や県、気象庁等の関係機関から

配布されている資料を活用した展開例を掲載しています。このプログラ

ムを活用し、防災教育防災教育防災教育防災教育のののの時間時間時間時間３３３３～～～～６６６６時間程度時間程度時間程度時間程度（（（（展開例実践時間数展開例実践時間数展開例実践時間数展開例実践時間数））））をををを各

学校の年間指導計画に位置付け、全ての子どもたちに必要な知識や技能

を身に付けさせる防災学習を実施してください。 

 

 

「高知県安全教育プログラム」活用ノススメ  〜南海トラフ地震等から命を守りきるために〜    

「震災編」を活用した防災教育の徹底 

高知県安全教育プログラム 

P28  【指導 10 項目】 

展開例 

2 



高知県教育だより 第 2９号（平成 25 年７月発行） 

本プログラムの電子データを、学校安全対策課ＨＰに掲載していますので、ご活用ください。 

学校安全対策課 学校安全担当 088-821-4533 

http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/312301/ 

 

■■■■避難訓練避難訓練避難訓練避難訓練のののの改改改改善善善善        

            いざという時に対応できるよう、地震津波を想定した避難訓練（年度当初のできるだけ早い時期か

ら実施、時間帯や設定を変更して多様な内容で複数回実施、地域と連携して実施等）を繰り返し徹底

して行うこと、さらに、訓練と合わせて、正しい知識を身に付ける学習を行うことが非常に重要です。 

 

■■■■家庭家庭家庭家庭････地域地域地域地域････関係機関関係機関関係機関関係機関とのとのとのとの連携強化連携強化連携強化連携強化（（（（保護者保護者保護者保護者とともにとともにとともにとともに考考考考えるえるえるえる防災防災防災防災））））    

学校で学習したことが子どもたちを通して家庭でも共有されるよう、また、地域の関係機関、自主

防災組織などとの情報交換や協議を行うなど、家庭や地域と連携した取組（学校の防災訓練への地域

住民の参加呼びかけ等）も重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高知県教育委員会では、「日本一の健康長寿県構想」に基づく県全体の取

組と有機的に連携し、発達障害等のある幼児児童生徒への指導と支援に関

して、教育が取り組むべき方向性とその骨格を示すものとして「発達障害

等のある幼児児童生徒の指導及び支援の充実に関する指針」を策定し、３

つの基本方針に沿って取組を進めています。 

基本方針の１つである「発達障害等のある子どもの特性に応じた支援や

分かりやすい授業実践力の向上を図る」ために、『すべての子どもが「分か

る」「できる」授業づくりのガイドブック』を作成しました。 

本ガイドブックは、発達障害等がある子どもをはじめ、学習につまずき

がちな子ども一人一人の特性に応じた支援について、その考え方や実践事

例に基づいた指導の実際を分かりやすく解説しています。このガイドブッ

クの活用により、ユニバーサルの視点に立ち、すべての子どもが「分かる」

授業づくりが学校等で行われることをねらいとしています。 

すでに、県内の保育所・幼稚園、小中学校、高等学校、特別支援学校等

に配付していますが、特別支援教育課ホームページからもダウンロードできますので、校内研修等において有

効に活用していただきますようお願いします。 

 

  

発達障害等のある⼦どもの特性に応じた⽀援や分かりやすい授業実践⼒の向上を図るために 

学校安全対策課 学校安全担当 088-821-4533 

特別支援教育課 発達障害担当 088-821-4741 

高知県の将来を担う子どもたちが、いかなる状況下でも「自らの命を守りきる」力

を身に付けることができるよう、全ての学校で防災教育を徹底しましょう！ 
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毎年１１月１日は、高知県教育の日「志・とさ学びの日」です。 

県教育委員会では、この日をきっかけに、改めて高知の教育について県民の皆様に関

心を持っていただくとともに、一人ひとりが学ぶ目的や喜びを自覚し、生涯にわたって

学び続ける風土をつくりあげていきたいと考えています。 

そこで、この日をさらに多くの皆様に知っていただけるよう、平成２５年９月６日（金）まで、ロゴマーク

を募集しています。採用作品はこの日の PR に広く活用させていただきます。多数のご応募お待ちしています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                    

                            

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜発⾏者＞ 

高知県教育委員会事務局 

教育政策課 

  (TEL)088-821-4731 

  (FAX)088-821-4558 

(E-mail)310101@ken.pref.kochi.lg.jp  

編集後記 

「夢のかけ橋」第２9号をお届けします。 
 
高知の夏、猛暑はまだまだ続きそうです。子どもも大人も体調管理を心が

け、この厳しい暑さを乗り切っていきましょう。 
 
本広報紙への感想やご要望がございましたら、発行者までお寄せください。  

教育委員会ホームページ：http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310000/ 

＜注＞現時点での予定です。日程の都合により変更される場合があります。

1 日  地区別中学校長・高等学校長会（高吾地区） 

（須崎市 須崎高等学校 13:30～）  
2 日 地区別中学校長・高等学校長会（東部地区） 

（安芸市 安芸桜ケ丘高等学校 14:00～）  
3 日 PTA・教育行政研修会（安芸地区） 

（安田町 文化センター 13:20～）  
5 日 子どもの読書活動協働推進のための熟議（東部ブロック） 

（安田町 文化センター 13:00～） 
 

16 日 地区別中学校長・高等学校長会（高知地区） 

（高知市 高知南高等学校 13:30～）  
17 日 地区別中学校長・高等学校長会（西部地区） 

（四万十市 中村高等学校 14:00～） 
 
08 日 ｢豊かな人権教育の創造｣実践交流会 

（高知市 高知市文化プラザ かるぽーと 10:00～） 
 
10 日 PTA・教育行政研修会（土長南国地区） 

（大川村 大川小中学校 13:20～） 
 
16 日 平成 25 年度第 2 回県立学校長会議 

（高知市 センター分館 10:00～） 

 
 
 

（8 月、9 月の主なもの） 

07 日 南海トラフ地震対策研修会 

（安芸市 消防防災センター 13:00～）  
28 日 南海トラフ地震対策研修会 

（高知市 県立大学池キャンパス 13:00～）  
10 日 定例教育委員会 

（高知市 県庁西庁舎教育委員室 13:30～） 
 
 
 

高知県教育の日「志・とさ学びの日」ロゴマーク募集 

20 日 定例教育委員会 

（高知市 県庁西庁舎教育委員室 13:30～） 
 
21 日 南海トラフ地震対策研修会 

（四万十市 中央公民館 13:00～） 
 
24 日 PTA・教育行政研修会（香美・香南地区） 

（香南市 香我美市民館 13:20～） 
 
26 日 子どもの読書活動協働推進のための熟議（西部ブロック） 

（四万十市 市立中央公民館 13:00～） 
 

 
 
 

教育政策課 市町村・学校組織支援担当 088-821-4568 

 ■募集内容：ロゴマークロゴマークロゴマークロゴマーク 

・高知県教育の日「志・とさ学びの日」のイメージを表現するに 

ふさわしいデザインとなっているもの。 

・「11 月 1 日」「高知県教育の日」「志・とさ学びの日」が 

デザインされていること。（すべて盛込む必要はありません。） 

■応募資格 

・県内在住・在勤・在学の方 

■応募条件 

・応募作品は、未発表のオリジナル作品に限ります。 

・色彩は自由ですが、モノクロ原稿も提出してください。 

 

募集内容 

 ■募集期間 

・平成 25 年 5 月 7 日（火）～平成 25 年 9 月 6 日（金） 

■応募方法 

・所定用紙に記入のうえ、持参、封書による郵送または 

電子メールで応募してください。 

■表彰 

・選考作品に賞状・副賞を授与します。 

優秀作（採用作品） 1 点（賞状及び副賞５万円） 

 準優秀作      ２点（賞状及び副賞１万円） 

 

応募の方法 

詳しい募集案内はこちら⇒ 高知県教育の日「志・とさ学びの日」ホームページ               

http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310101/manabinohi.html#logo 

 

4 


